（一社）愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
審判講習会　参加報告書
令和　８年　　１月　９日
報告者　　　　前田　周二　　
　この度参加しました、審判講習会について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	講習会名
（大会名）
	令和７年度 第78回全国高等学校バスケットボール選手権大会

	参加者
（報告者）
	　(報告者)　　前田　周二　　　　（所属カテゴリー）　　　　　高体連（U18）

	期　日
	令和７年12月23日から令和７年12月24日　　

	会　場
	

	講　師
	佐藤　浩太　山口　尭彰　五十嵐　菜美

	参加者
	都道府県派遣 

	報告
	・12月23日　男子１回戦　県立高松商業(香川)　対　箕面学園(大阪)

 CC:山﨑　雅洋,U1:報告者,U2:小柳　佳朗  主任:山口　尭彰　
・12月24日　女子２回戦　龍谷富山(富山)　対　鳥取城北(鳥取)

 CC:報告者,U1:荒木　玲子,U2:慶野　芽以  主任:五十嵐菜美

	所感
	　男子１回戦はオーバータイムに入るゲームとなり、接戦の好ゲームとなった。箕面学園には留学生がおり、高松商業は日本人高校生のみのチームと、インサイドに大きな違いがある対戦であったため、PGCにおいて、留学生を中心にペイントをクリアにしていくことを柱にそれぞれのプライマリ・エリアを判定していくことを目標としてゲームに入った。ゲーム全体としてはそれぞれのチームの良さが出て、選手たちが勝敗を決める試合に持っていくことができたことができたのはよかったが、ペイントをクリアにするという点においては３人とももう少し笛を入れていく必要性があったのではないかというのが反省点であった。
　女子２回戦では、後半になるにつれて鳥取城北が徐々にリードを広げていく展開となり、難しくなる展開やシチュエーションも少なく、スムーズなゲーム進行であった。クルー同士がコミュニケーションをしっかりとることができ、１Qのテンポセットも統一した意識で行えたと思う。試合後の反省として、もう少しトレイルの位置取りの工夫を常に行い、常に良いアングルを求めて１歩動くことの重要性を指摘されたので、今後のレフリングに生かしたいと感じた。今後の県内での自分自身のレフリング１つ１つをしっかり取り組み、丁寧に振り返ることで、今回の研修・経験を生かしていきたいと思う。このような機会を頂き、心から感謝するとともに、学んだことを県内でしっかりと還元できるよう日々精進したいと思う。ありがとうございました。


· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
